
 

文部科学省認可通信教育  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻 頭 言 

霧島で読む、大江健三郎『燃えあがる緑の木』・・・ 1 

－－－－－－ 実施報告 －－－－－－ 

 大阪SCオープンキャンパス・・・・・・・・・  2 

 金水所長講演会「歴史よもやま話」・・・・・・・  2 

 2023年度第1学期大阪SC学位記授与式・・・・ 3 

【特集】大阪学友･同窓会だより・・・・・・・・・・ 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－－－－－－ 開催案内 －－－－－－ 

 第17回 美術展・・・・・・・・・・・・・・ 5 

 第16回 放大河堀祭 ・・・・・・・・・・・・ 5 

 2023年度第2学期学習支援の集い・・・・・・5 

 2023年度学生研修旅行・・・・・・・・・・・5 

－－－－－－ お知らせ －－－－－－ 

 事務室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 

 キャンパス・スケジュール・・・・・・・・・13 

    －－－－－ サークル紹介 －－－－－ 

 歴史サークル・・・・・・・・・・・・・・・14 

 医療福祉研究会・・・・・・・・・・・・・・14 

 

《目   次》 

放送大学大阪学習センター 2023年10月発行 

題字：片山 俊 初代センター所長 

No.91 

第16回放大河堀祭ポスター（関連記事5頁）  



 

- 1 - 

 

霧島で読む、大江健三郎『燃えあがる緑の木』 

大阪学習センター客員教授 渡邊 英理 

山と温泉に恵まれた霧島は、鹿児島県の北部、宮崎との県境に位置します。その地

は、わたしが幼年期を過ごした場所です。熊本で生まれ、大阪で短い期間暮らした後

に引っ越し、のちに鹿児島市内に転居するまで霧島で暮らしました。山好きにはトレッキングコースとして、

また湯量豊富な温泉地として、霧島は、「南九州」随一の「観光地」としてその名を馳せています。自然豊か

な彼の地での子ども時代は、鳥や花や草木たちを友とし、野山で走りまわる日々でしたが、その頃から本は好

きで、親戚にもお土産は本にして、と頼んでいたそうです。 

その懐かしい土地で大江健三郎さんの文学についてお話する貴重な機会をいただきました。場所は霧島市

にあるNPO 法人月の舟自由大学、テーマは、三部から成る長篇小説『燃えあがる緑の木』（1993〜95）をめぐ

ってでした。 

知られる通り、この小説を発表している途中の 1994 年に大江健三郎さんはノーベル文学賞を受賞していま

す。また大江文学で最長のこの長篇小説を、当初、大江さんは最後の小説として構想していました（後にそれ

は撤回されますが）。当時、その文学の総決算として書かれ、大江健三郎の作家的系譜のなかで非常に重要な

位置を占める大作です。 

この小説は、オウム真理教を予言する言葉としても話題になりました。この小説の舞台は、大江文学に親し

む読者にとってはお馴染みの四国の谷間の村ですが、その主題の柱は、神なきひとびとの信仰であり宗教的

なものです。「ギー兄さん」を「救い主」とし、彼を中心とする「教会」の建設過程が、その物語内容です。

「ギー兄さん」の最も近くにいた両性具有的な身体をもつサッチャンが語り手となり、その過程を文字に記

しているのですが、オウム真理教が地下鉄サリン事件を起こすのは、この作品が完結した直後のことでした。  

この小説には、小説や哲学、聖書などの言葉が多数引用されています。作中の「教会」でも、多種多様な

言葉を引用することで「聖書」を編む作業が試みられており、さながら、この小説それ自体が、まるでこの

「教会」の「聖書」のようです。 

ただし、この小説が描く宗教には、神はいません。この点で、その宗教は、既成の宗教とは異なり、一般的

な宗教とは内実を異にする、言わば宗教ならざる宗教です。その非宗教をめぐって共同性や集団性が立ち上

がっていくプロセスを小説は描くのですが、その言葉は、「来るべき共同体」「来るべき集団性」を希求してい

るように思います。作品が発表された 1990 年代には、過度な競争や分断など、新自由主義的な社会がすでに

現れ、古い共同体が解体される一方、他者に、とりわけ社会的弱者に憎悪を向けることで結ばれるナショナリ

ズムも台頭していました。一方で旧来の共同体が解体され、他方で他者への憎悪を梃子とする負の集団性が

生じてきたのが、90 年代以降の社会です。大江健三郎は、こうした共同体の危機を問題化し、文学的な言葉

でそれを問おうとしたように思います。そして、さらに人間以外の、自然や動物をも含む共同性、集団性まで

考えようとしたのではないか、とも感じるのです。 

生後すぐから３歳まで過ごした大阪にわたしは愛着があります。しかし、霧島に

くらべて、大阪には木が少なく、緑が乏しいですね。くわえて今夏は、例年以上の

酷暑でした。人間による自然破壊が、もはや地球そのもの、さらには人間それ自体

の存続をも危うくしているようです。そして、このような酷暑を体感してなお、な

ぜ、木を切り倒すのか。山火事も多発するこうした状況を踏まえると、『燃えあがる

緑の木』というタイトルは実に示唆的です。いまやすでに、人間ばかりか非人間た

ちをも含む共同性を本気で目指す時機が来ているのかもしれません。 

 （大阪大学大学院人文学研究科・教授） 

巻 頭 言 
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2023 年度第 2 学期に入学を検討されている方のためのオープンキャンパスを

7 月 13 日（木）及び 8 月 20 日（日）の 2 日間実施いたしました。 

当日は、事前に申し込みをされた延べ 31 名の方が参加されました。 

所長のあいさつ、事務長から放送大学の概要・学習方法等の

説明を行った後、所長の模擬授業を実施しました。大学で行わ

れる授業に触れる絶好の機会となり、興味深く聴講されておら

れました。 

また、当日の様子を後日、大阪学習センターウェブサイトで

YouTube 配信を行い、より多くの方に視聴いただきました。 

 

 

 

 

  8 月 27 日（日）14 時から、大阪学習センター歴史サークル主催による金水所長の講演会『「歴史

よもやま話」むかし、母はパパだった―日本語音韻変化のなぞ―』が開催されました。 

 

歴史サークルは、従来から月 1 回の勉強会と、町歩き等の例会の二本立てで歩んできました。 

勉強会についてはサークル元会長の上田敏夫氏を中心に自主ゼミ形式で行ってきました。そして

時折その道の専門家等にお越し頂きお話を伺ってきました。 

昨年、大阪学習センターに日本語学がご専門の金水先生が着任されましたので、歴史サークルで

日本語の歴史についてお話頂けないかお願いしたところ快諾していただけました。8 月の最終日曜

日、午後の最も暑い時間帯でしたが、参加者 30 名で会員以外の方も多数来られました。あれっとい

う間の 1 時間でした。 

なぜ平安時代の発音がわかるのか、五十音図や、い

ろは歌は何のため、いつできたのか等をわかりやすく

解説していただきました。今まで古典を何の疑問も感

じぬまま読んできましたが、日本語の単語一つ一つに

深い意味があったことを改めて思い知らされました。 

今回の講義は取っ掛かりの感がしました。引き続

き第 2 弾、第 3 弾を期待したいところです。 

    【文責：代表 全科履修生 西澤 一晃】 

 

 

  

金水所長講演会「歴史よもやま話」  

大阪学習センターで 7 月から 9 月にかけて開催した行事を報告します。 実施報告 

講演会の様子 

大阪学習センターオープンキャンパス  

金水所長による模擬授業 

施設見学 
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9 月 24 日（日）14時 30 分から、2023 年度第１学期学位記授与式を執り行いました。 

大阪学習センターにおける卒業者は、教養学部 128 名でした。ご卒業おめでとうござ

います。 

授与式は、事前にお申し込みいただいた 34名の方がご出席され、岩永学長の祝辞、金

水所長の式辞、大阪学友・同窓会代表世話人 多田和恵様からの祝辞に続き、卒業生代表 

橋本太郎さんから答辞が述べられました。授与式の様子は、後日、大阪学習センターウ

ェブサイトで YouTube 配信を行いました。 

また、人物、学習態度が良好で教養学部の全コー

スを卒業された以下の３名の方々に対して、名誉学

生の称号が付与されましたので、ご紹介いたしま

す。 

神戸 京子、坂本 良髙、橋本 太郎（順不同・敬称略） 

卒業生から喜びの声 

 

社会と産業コース 横山 哲雄 

この度、9月 30 日に卒業となります。 

選科履修生として仕事に必要なことから学び始めましたが、大学から全科履修生に変

わったらと勧められてそうしました。 

高校時代は全く勉強せず中学時代の蓄財で生活していたようなものです、3 年間は柔道に明け暮れていたのが

間違いでした。当時は勉強させられ感がありましたが、放送大学では自分から学びたい科目から入るので意欲

が全く違いますね。 

共通言語の英語を必ず履修していました。また、ベトナムの青年に日本語を教えるのに日本語リテラシーはと

ても助けになりました。 

さらに、驚いたのが、大学のシステムです。完璧です。このノウハウは日本国に役立つと思います。 

これからは、やり残しを選科で学んでいきたいと思っています。 

 

 

情報コース 橋本 太郎 

私は、東京勤務時の 1991 年 4 月に千葉ＳＣに入学し、94 年から大阪ＳＣに所属している。懐かしい想い出を

3 つ。（１）受講科目は、試験日が土曜や日曜の科目に限定された。100 分で 2 科目まで受験可能な時は、時

間割と睨めっこしながら検討した。（２）全国放送開始当初ＣＳ対応のパラボラアンテナとチューナーを購入

したが数年後、引越先のマンションでは、美観上ベランダにパラボラアンテナを設置できず悔しい思いをした。

（３）試験時の指定座席は、第 1 講義室入口近くの 1番前が多く、遅刻者や早退者で集中力

が途切れ苦しかった。西瓜をデザインした放送大学オリジナルうちわが配布されたことも

あった。 

今回、卒業生代表として、学位記授与式で答辞を述べる機会をいただいた。指定座席は、

予想どおり第 1講義室入口近くの 1 番前、式で名誉学生の称号が付与されたと紹介があっ

た。今後は、選科履修生として生涯学習に励んでいきたい。 

2023 年度第 1 学期 大阪学習センター学位記授与式 

卒業生代表の答辞 
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★放大河堀祭 ビブリオバトル・バトラー募集★ 

10 月 15 日（日）に開催される放大河堀祭にて昨年に続き、「ビブリオバトル 2023」を出展します。 

午後 13 時からの開催です。今年もオンラインにて放送大学でのビブリオバトル第一人者をお招きす

る予定です。 

お越しになる前に「ビブリオバトル普及委員会」ホームページ（「ビブリオバトル」で検索）もご覧

いただき、ぜひご観覧にお越しください。 

 

★Zoom アカウント（時間制限なし）貸し出します★ 

Zoom の無料アカウントは時間制限があります。 

放送大学同窓会連合会が提供し、大阪学友・同窓会の所持する有料アカウントを学生・同窓生の方に

無料で貸し出しをいたします。このアカウントで主催すれば時間制限なく会議を開催できます。 

対象：会議主催者の方が大阪学習センター所属学生（非会員でも可）もしくは 

大阪学友・同窓会会員の方。 

会議利用者は学内をはじめとして、学外の方でも可能です。 

oujosakadousoukai@gmail.com へお名前と使用用途・希望日時をお伝えください。先着順です。 

 

★卒業祝賀懇親会の開催★ 

2023 年 9 月の学位記授与式後に卒業祝賀懇親会をささやかながら開催いたしました。 

コロナ禍前の飲食（アルコール含む）のような形式ではなく、お土産の茶菓のみのご用意ではありま

すが、当日は歓談とマジックをお楽しみいただきました。 

2024 年春も大阪学習センター開催の学位記授与式後に開催できるよう調整中です。 

 

★バッジ（まなぴー・シンボルマーク）スタンプ帳ｗｅｂ頒布中★ 

学習センター事務室のご協力により大阪学習センター窓口にもスタンプが配備されています。 

現在、会員の方に入会記念品（バッジ（まなぴー・シンボルマーク）もしくはスタンプ帳）の配布登

録を行なっております。会員の方には順次メールや郵送物同封にてご案内しております。 

 

★入会のご案内 在学生も歓迎です★ 

大阪学友・同窓会は同窓会としての役割のほかに、学友会としての役割を持っています。 

もちろん新入学された方を含め在学生の方のご入会も歓迎します。終身会費 10,000 円です。 

入会者には記念品（バッジもしくはスタンプ帳）を進呈しております。 

 

大阪学友・同窓会の情報は随時ホームページ（https://oujosakagd.wixsite.com/oujogd 大阪学友同窓

会」で検索）や学習センター掲示板で提供しております。 

 

        【文責：大阪学友・同窓会副代表世話人（みおつくし担当）古川 徹】 

【特集】大阪学友･同窓会だより 
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 期間：10 月 29 日（日）15時までの 開所日10：30～15：30 

会場：会議室（6階）  ぜひご来場ください。 

 

 

 

今年の全体テーマは、「～十人十色 多様性を求めて～」

です。（表紙：ポスター・タイムスケジュール） 

学生団体による様々な催し物の実施を予定しています。 

皆さま、お誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。 

日時：10月 15日（日）10：00～16：30 

同日開催します公開講演会（右：ポスター）は、会場の第１講義室は定

員になりましたが、センター内別室でビデオ中継をご覧いただけますの

で、ぜひ大阪学習センターウェブサイトよりお申込みください。 

 

 

 

 

以下のとおり開催します。先輩在学生の支援による集いです。どなたでも（新入学生も在学生

の方も）お気軽にご参加ください。学生生活で生じた疑問、授業を履修していくうえでの対策な

ど、先輩学生が質疑応答に応じます。 

★事前申込制★ 大阪学習センター窓口またはお電話でお申込みください。  

   日時：2023年 12月10日（日） 14：00～16：00 

場所：セミナー室（6階） 

 

 

 

 
4 年ぶりに、学生研修旅行を実施します。行先は、兵庫県姫路市太陽公園、

姫路城庭園好古園です。多数のご応募ありがとうございました。 

  日程：2023年 10月 26日（木） 

大阪学習センター8：10集合 → 18：00解散（予定） 

第16回 放大河堀祭（ほうだいこぼれさい） 

開催案内 

2023年度第2学期 学習支援の集い 

2023年度 学生研修旅行 

第 17回 美術展 

お手伝いしていただける先輩学生を募集しています。 

ぜひ大阪学習センター事務室へご連絡ください。 
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事務室からのお知らせ 
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第 2 学期入学者の集い 

第 2 学期放送授業開始（～1/20） 

オンライン授業開始（～1 月中旬） 

面接授業空席発表（12 時頃） 

面接授業追加登録の事前申請（～18 日 15 時） 

第 16 回放大河堀祭（事務室、図書・視聴学習室閉室） 

面接授業追加登録抽選日 

面接授業先着順追加登録の受付開始（12 時頃） 

大阪学習センター面接授業開始（～1/7） 

大阪学習センター学生研修旅行 

 

 

 

 

 

【Web】通信指導提出開始（～11/29 17:00） 

【郵送】 通信指導提出開始（～11/29 本部必着） 

2024 年度第 1 学期募集要項配布・出願受付開始 

（修士・博士全科生を除く） 

 第 1 回募集（11/26～出願締切 2/29） 

第 2 回募集（3/1～出願締切 3/12） 

 

 

 

 

 

 

学習支援の集い 

閉所（～１/4） 

 

月 火 水 木 金 土 日 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31      

月 火 水 木 金 土 日 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

月 火 水 木 金 土 日 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

記載内容は予定であり、変更・中止となる 

こともありますので、大阪学習センターの 

ウェブサイト等で随時ご確認ください。 

 
･･･  閉所日＋臨時閉所日 

キャンパススケジュール 

･･･  事務室、図書・視聴学習室閉室 
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歴史サークルは、平成 10（1998）年、疎遠になりがちな学生間の親睦と交流を図り、併せて日本史の

探究を通じて先人たちの偉業の足跡を辿ることによって、近年失われつつある 日本人としての誇りを

今一度考えようとして先輩諸氏によって創設されました。 創部当時のメンバーは、5 名で意見の相違

から激論を交わすこともありましたが、会員、賛助会員を併せて 100 名を超えるサークルに成長いた

しました。 

しかし、会員の高齢化とコロナ禍により、現在会員数は激減し

ています。一時は廃部も検討しましたが、以前からの毎月一回の

テレビの歴史番組鑑賞中心の勉強会と大阪近郊の寺社、遺跡、史

跡などを歩く歴史ハイキングを中心に活動しています。歴史サ

ークルでは、今後も充実した企画を考え実施していこうと考え

ています。  

【文責：代表 全科履修生 西澤 一晃】 

  

新型コロナがもたらしたパンデミックは、ジェンダーに基づく暴力などの不正義や不平等、持続可能

性や環境への悪影響など、実は私たちが以前から薄々は感づいていた矛盾をさらに深刻なものとして顕

在化させました。そしてあらゆる不平等がもたらす痛みや環境危機に対する行動の欠如は、次世代にも

たらすリスクを増大させ、誰もが子どもを産み、育てることに「安心」が持てず、「不安」だけを増幅さ

せました。「年間出生数 80 万人割れ」の衝撃は、おそらく日本の将来に対する大いなる警告です。「異次

元」という言葉が安易に飛び交う今、超少子高齢社会に突入した日本において、私たちは出生数を少し

でも増やすための具体的な方策のみならず、日本の「医療」や「福祉」についてもっとじっくりと、し

かも複合的に考えなくてはなりません。 

月 1 回の研究会（月例会）では、医療や福祉に携わる方々ばかりではなく、医療・福祉に関心のある

様々な異業種の方々が集まり、自由に意見を述べ合っています。様々なテーマでの話し合いはとても刺

激的です。最近では、テーマの内容も医療や福祉だけにはとどまらず、心理学やカウンセリング、教育

といった広い範囲にまで拡がっています。こういったテーマに関心のある方はぜひとも一度、研究会（例

会）をのぞいてみてください。毎月の研究会（月例会）開催予定日時やテーマ・発表内容等については、

大阪学習センター7 階サークル掲示板にて必ず掲示しますので、ぜ

ひともご確認ください。開催時間は偶数月【15：30～17：00】、奇数

月【13：00～15：00】で、奇数月はカウンセリングの勉強をもっぱ

ら行っています。宣伝ばかりになってしまいました。せっかく放送

大学に入学したのです。ただ単に、単位修得だけを目的にして、卒

業するのではもったいないように思います。ぜひともサークル活動

に参加してみてください。 

【文責：代表 全科履修生 飯田 隆仁】 

サークル紹介 現在、大阪学習センターでは、18 のサークルが活発な活動を行っています。 

今回は、「歴史サークル」と「医療福祉研究会」の活動内容をご紹介します。 

歴史サークル 

医療福祉研究会 

（写真）今城塚古墳       五色塚古墳 

（写真）研究会の様子 



 

 

(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)17 時 (郵送)私書箱必着 

 
 

— いつでも、だれでも、自由な学びを あなたの学びを応援します！ ー 

ご家族、友人、お知り合いの方々にぜひご紹介ください！ 

学生募集要項を、無料で送付いたします。※11 月下旬から配布。 

お名前、住所、電話番号、学部又は大学院の希望種別(＊)を事務室までお知らせください。 

＊教養学部：全科履修生･選科履修生･科目履修生 

＊大学院文化科学研究科：修士選科生・修士科目生  
 

第 1回募集 2023 年 11 月 26 日（日） ～  2024 年 2 月 29 日（木） 

第 2回募集 
2024 年  3 月  1 日（金） ～  2024 年 3 月 12 日（火） 

   ▶ 第 1 回・第 2回募集の詳細は、放送大学ウェブサイトをご参照ください。 
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（大阪教育大学天王寺キャンパス内） 

電  話：06-6773-6328／ＦＡＸ：06-6773-6322  

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ：http://www.sc.ouj.ac.jp/center/osaka/ 


